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（受領委任払用）大崎町介護保険居宅介護（介護予防）住宅改修及び福祉用具購入の流れ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年 11月 1 日 

※償還払と異なる箇所については太字下線がしてありますので、ご確認ください。 

 

１．住宅改修の流れ 

 

２．福祉用具購入の流れ 

裏面もございます➡ 

 ＜事前審査＞ 

① ケアマネジャー等は，役場担当者に利用者宅で行うサービス担当者会議等の連絡をし，「利用者

基本情報等」を役場に提出する。 

② 役場担当者は，担当者会議等に出席し，保険給付による住宅改修の必要性を確認する。 

③ ケアマネジャー等は，事前書類一式を役場に提出する。 

④ 役場担当者は，提出された書類等により保険給付として適当な改修か否かを審査する。 

⑤ 審査の結果，保険給付として適当と判断した場合，「住宅改修の必要な理由書Ｐ１」の保険者確

認欄に署名し，提出書類一式をケアマネジャー等に返却する。 

⑥ ケアマネジャー等は，利用者・家族の同意を得た上で業者に住宅改修を発注する。 

⑦ 利用者は、自己負担分を受領委任払事業者に支払う。 

⑧ ケアマネジャー等は，改修後に書類一式を役場に提出する。 

（受領委任払登録事業者から町への請求書が必要です。） 

 

＜事後検査等＞ 

① 役場担当者は，利用者宅を訪問し，住宅改修の検査を行う。 

② 役場担当者は，「領収書の原本」を検査日に利用者・家族に返却する。 

③ 役場担当者は，受領委任払い分の住宅改修費を検査日から約 1ヶ月後に受領委任払事業者指定

の銀行等口座に振り込む。

 ＜事前審査＞ 

① ケアマネジャー等は，役場担当者に「利用者基本情報等」を提出し，福祉用具購入の必要性に

ついて役場担当者と協議する。 

② 役場担当者は，担当者会議等に出席し，保険給付による福祉用具購入の必要性を確認する。 

③ ケアマネジャー等は，事前書類一式を役場に提出する。 

④ 役場担当者は，保険給付として適当な購入か否かの審査を行い，保険給付として適当と判断し

た場合は，申請書の保険者確認欄に署名し，提出書類一式をケアマネジャー等に返却する。 

⑤ ケアマネジャー等は，利用者・家族の同意を得た上で業者に福祉用具を発注する。 

⑥ 利用者は、自己負担分を受領委任払事業者に支払う。 

⑦ ケアマネジャー等は，福祉用具購入後に本人使用を確認した上で，書類一式を役場に提出する。 

なお，領収書の原本は，窓口で確認の上，ケアマネジャー等を通じて利用者・家族に返却する。 

（受領委任払登録事業者から町への請求書が必要です。） 

⑧ 役場担当者は，受領委任払い分の福祉用具購入費を書類提出から約 1 ヶ月後に受領委任払い事

業者指定の銀行等口座に振り込む。
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３．留意事項 

 ①　住宅改修費および福祉用具購入費の支給は在宅サービスのため，入院（入所）中は支給申請は

できません。入院（入所）中に福祉用具の購入，改修工事を行うことは可能（事前審査が必要）

ですが，支給申請は退院（退所）後となりますので，退院（退所）が延びれば支給はできないこ

とを申請者に十分説明してください。 

②　住宅改修の確認について，全ての書類が提出されると役場担当者が改修工事の現地確認に出向

きます。入院（入所）されている場合，現地確認が完了するまで支払い事務は行えません。 

③　「受領委任払い」を利用するには、大崎町に登録されている受領委任払登録事業者を利用する

必要があります。 

④　利用者の自己負担分については、端数が出る場合は、小数点以下は切上げとなります。 

　（例）１割負担の利用者が 11,111 円の住宅改修または福祉用具購入を行った場合、利用者が受

領委任払登録事業者に支払う金額は 1,112 円となり、町が受領委任払登録事業者に支払

う金額は 9,999 円となります。


